
結果 児童アンケートによる自己評価 

「自分の考えや思いを友達に伝え合うのは好きである。」の質問に対し、 

「とても当てはまる」「まあまあ当てはまる」と答えた児童の割合（％） 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全校 

１学期末 ７８ ７３ ９３ ７１ ８２ ７６ ７９ 

２学期末 ９６ ６７ ８１ ８３ ８５ ７６ ８０ 

増減 △１８ ▼６ ▼１２ △８ △３ － △１ 
 

考  察 ・１、２学期とも８割弱の児童が、考えや思いを表現することを好んでいる。外国語

科、外国語活動を中心とした言語活動を重視した学習による成果と考える。 

・学習の過程で困ったこと、分からないことを共有する場を大切にし、自己表現を好 

まない児童も意欲をもって関わり合いたくなる授業づくりを実践する必要がある。 

・安心して自己表現できる学級や学校づくりを目指して、今後も人間関係づくりを学

ぶ場を重視する。 

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった） 

令和６年度 星の杜小学校アクションプラン －１－ 

重点項目 学習指導 

重点課題 関わり合って学ぶ力の向上 

現  状 

・児童の多くは授業にまじめに取り組んでおり、考えを交流することを楽しんでい

る。しかし、自分の考えに自信がない児童、うまく伝えられない児童、受け入れて

もらえるか心配に思う児童が見られる。 

・外国語科や外国語活動の授業では、児童間の力の差が少なく、困り感を共有する場

を重視することで、意欲的にやり取りを行う児童が多い。 

・学習の質を上げるためには、「関わり合って学ぶ」とはどんな姿なのかを検討して、

よりよい授業づくりや学級づくりを行うことが必要である。 

具体目標 

数値指標 

・自分の考えや思いを友達と伝え合

うのが好きだと感じる。 

数値指数：８０％以上 

(学期末自己評価でできたと答えた児童割合) 

方  策 

①課題・目当てづくりの工夫 

・児童にとって身近で、興味をもって学ぶことができるような課題づくりを行う。 

 ・授業の初めに具体的なゴールの姿を示し、目当てをもって学べるようにする。 

②学習の流れの提示 

 ・学習の流れを示して繰り返し取り組むことで、高まりを実感できるようにする。 

 ・内容や方法で困ったことを相談し、共有できる場を設ける。 

③学習活動の工夫 

 ・導入からまとめまでのいろいろな段階で、ペアやグループを作り、気付きや取組、

調べたこと、思いや考えを交流する場を取り入れる。 

・ＩＣＴ機器や階段教室を活用するなど学習環境を工夫し、学習の成果を、学級や

隣の学級、他の学年に発表する機会を設ける。 

④評価の検討 

 ・まとめを紹介する活動に向けては、練習や互見の機会を設け、よりよい発表にな

るように検討する時間をとり、自信をもって取り組めるようにする。 

・発表の感想を受け取る時間を大切にし、学習の成果の実感、次の学習への意欲へ

とつなげる。 

⑤学級づくりの工夫 

 ・だれでも安心して自己表現できる学級になるよう、学級活動やＳＳＴの時間を効

果的に活用するとともに、個々への働きかけを大切にする。 

学校関係者評価 保護者 学校運営協議委員 

公開の方法 学校ホームページ 
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